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か っ た原因と考え られる .

14　長岡赤十字病院における冠動脈バイパス術

2 9例の検討

小 川 充 ・ 尾 山 真 理 ・ 渡 辺 由 紀 子

野 田 宗 慶 ・ 柾 木 永 ・ 田 中 剛

藤岡 斉

長岡赤十字病院麻酔科

長岡赤十字病院に お ける 2 0 0 2 年 4 月 か ら の 冠

動脈バ イ パ ス術 2 9 例 ( O P C A B 1 6 例 ,
C C A B 1 3

例) を検討 した.

麻酔方法で は
,
O P C A B 群 で フ ェ ン タネ ス ト使

用量は少なか っ た . また c C A B 群 で手術時間
, 蘇

酔時間が有意 に長く
,
グ ラ フ ト吻合数, 静脈グ ラ

フ ト使用症例数も多か っ た. 輸血が必要だ っ た症

例は c C A B 群 で 多か っ た .

c C A B 群は帰室時 により多くの カ テ コ ラ ミ ンを

必要 と し
,
開眼

,
抜管に要する時間も長か っ たが,

鎮痛薬を使用 した症例数 は少 なか っ た. I C U 滞在

日数に は有意差 は なか っ た.

1 5 　 安 全 ， 確 実 な フ ァ イ バ 挿 管 の た め の エ 夫
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石井 秀明
*

新潟大学附属病院麻酔科

新潟県立 中央病院麻酔科
*

挿管困難時の 対応の ひと つ に フ ァ イ バ ー

挿管が

ある が
, 筋弛緩剤投与後の 咽頭で は内腔の 狭さ か

らオ リ エ ン テ ー シ ョ ン を失 い やす い . こ の 対策と

して
,
特殊な器具等を必 要と しな い経鼻フ ァイ バ

ー

挿管補助法を考案 した .

【方 法】( 1) 気管支 フ ァ イ バ
ー

が 通過可能 な

R u b b e r di a p b r a g m 付 L 型 コ ネ ク タをつ けた ス パ

イ ラ ル チ ュ
ー ブを鼻内に 置く .

( 2) 助手が鼻孔 および口 を用手的に塞 ぐ

(3) コ ネ ク タ に 呼吸回路を接続 し陽庄換気する .

( 4) 陽圧換気下 に気管支 フ ァイ バ ー を喉頭 ･ 気管

内に誘導する.

( 5) フ ァ イ バ - を ガ イ ドと しス パイ ラ ル チ ュ ー ブ

を気管内に進める .

こ の 方法は, フ ァ イ バ ー 挿管中換気 ･ 酸素化 が

維持 され安全で あり時間的余裕を持 っ て 挿管操作

が可能で あり
,
換気時の 気道加圧により良好な フ

ァイ バ
ー

視野が得 られフ ァ イ バ
ー

挿管の 確実性が

増 し , 初心者にもマ ス タ ー しやすい 手技であると

考え られた .

1 6 　 胸 腹 部 大 動 脈 瘤 手 術 の 麻 酔 経 験

― 脊 髄 ド レ ナ ー ジ 及 び 硬 膜 外 冷 却 を試みた

症例―

木 下 秀 則
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手術後の 脊髄虚血の 頻度が高率に出現する胸腹

部大動脈痛手術に対 して , 当院で は じめて 脊髄 ド

レナ - ジと硬膜外冷却を併用 して 管理 した症例を

経験 した . 症例は 6 9 歳
,
男性 . 胸部大動脈癌

,
腹

部大動脈癒それぞれに対 し, 弓部置換術 ,
Y グ ラ

フ ト術が施行. 今回
,
胸腹部大動脈癌置換術が施

行された . 術前日 , 脊髄冷却用 に 1 6 G 硬膜外 カ テ
ー

テ ル
, 脊髄 ドレ ナ - ジ

,
脳脊髄庄測定, 脊髄温

測定の 為 5 F S- G カ テ ー テ ル をそれぞれ T l l/ 1 2
,

I 3 / 4 より留置 した . 術中下肢 M E P が消失した に

もか か わらず術後下肢麻痔を回避 で きたの は, 大

動脈 遮断 中 の 脊髄液 温 度 が硬 膜外 冷却 に よ り

2 9 . 4
o

C - 3 2 . 7
o

C に維持されたと考えられる . 大動

脈遮断中
,
脊髄 ド レ ナ - ジが不 良で 脳脊髄庄が

4 0 m m H g ま で 上昇 し た こ と か ら脊髄 ドレ ナ
- ジ

用にくも膜下腔に カ テ ー テ ル を留置する必要があ

ると考えられた .
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症例 は
,
5 3 歳男性 で 左三 叉神経第 3 枝領域 に

H e r p e s Z o st e r を発症 した . 耳介 に 発疹は認め な


